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Alexander Klein and the large housing estate Bad Dürrenberg as an example of the research 
on dwelling unit plan in Germany during the Weimar period and its practice 
Monado EBISAWA 
This paper discusses Alexander Klein's research on dwelling unit plan and his largest project 
of housing estate, Gross-Siedlung (large housing estate) Bad Dürrenberg, near Leipzig in Germany. 
Alexander Klein (1879-1961), a Russian-born architect, dealt with study to improve residential 
environment in small dwellings in Germany during Weimar period.  He developed the graphical 
methods to evaluate plan of dwelling unit objectively, for example the diagram to analyze the motion 
of dweller in rooms and so on.  His studies were published in many German architectural journals 
in the late 1920s and introduced also in Japanese architectural journals in 1930.  
In 1928 Klein designed the large housing estate consisting of 1000 dwellings in Bad 
Dürrenberg.  In this project he designed six types of dwelling units which reflected his studies and 
had such characteristics as functional layout of rooms with original furniture, improvement in dark 
entrance room, widening of room by use of balcony and so on.  Although all of the Klein's planning 
had not completely realized, the apartment blocks by Klein have been maintained until now and 


























































































































࢓スムート建築ⱁ⾡月ห誌』1927 年 7 ྕ、pp.296-298）
9) 
（2）. 「小住居平面の合理的㐀形に関する◊✲」（『ࣂウ
ギルデ』1927 年 22 ྕ、pp.1349-1361, 1365-1368）10) 
（3）. 「最小住居に⋞関廊下はᚲせか㸽」（『ࣂウࣦェル
ト』1927 年 21 ྕ、pp.524-525）11) 
（4）. 「小住居の平面形成と✵間㐀形および᪂しいホ౯









ものと考えられる。ここで彼は、⮬㌟の住戸平面ศᯒの᰾図 1 ࣋ルࣜン࣭ ࢶ࢙ーࣞンドルフの住棟（2014 年 2 月撮影） 
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 図 2 図ゎ᪉式によࡿ 2ࡘの住戸ᖹ㠃の図ゎの౛（192） 
 は㒊ᒇ間の⛣ືで฼用ࡍࡿ㠃✚を⾲ࡋた図ࠋ 
 910はࠕᗄఱᏛⓗ㢮ఝᛶとᖹ㠃せ⣲の㛵ಀᛶࠖを⾲ࡋた図ࠋ 




























































































図 3 クラインがᥦ᱌ࡍࡿフラット式の住戸の౛（192） 
（図୰の㝵ẁは住戸ෆ㝵ẁでは࡞ࡃࠊඹ用㝵ẁを⾲ࡋ࡚࠸ࡿ） 
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（表の 16 ิ）、「ベッド効⋡（Betteneffekt）」（表の 6 ิ）
である。᭷用効⋡とは、᭷用面積（表の 3 ิ）を全面積（表
の 1 ิ）で割ったものである。居住効⋡は、居間と寝室の














効⋡はタイプ 1〜4 で同じ್となっているが、居住効⋡ 18)
とベッド効⋡はクラインの案がより高いホ౯をᚓている。
同ᵝに 17 㡯┠のホ౯では、クラインが改良したタイプ 3
は、タイプ 1、2 に比べて大ᖜに高い点数となっている。
































れる。この➨ 4 の図（図 7）は㒊ᒇのᒎ開図に開ཱྀ㒊や家
具の外形をᥥき込み、ගが当たる㒊ศや影となる㒊ศなど

















































影㡪」（『建築␓報』1930 年 3 月ྕ、pp.10-17） 
・「アレ࢟ࢧンࢲ ・ークライン氏の小住宅平面の◊✲ No.1」
（『ᅜ㝿建築』1930 年 3 月ྕ、pp.9-16） 
・「アレ࢟ࢧンࢲ ・ークライン氏の小住宅平面の◊✲ No.2」
（『ᅜ㝿建築』1930 年 4 月ྕ、pp.1-16） 
・「アレ࢟ࢧンࢲー・クラインのゝⴥ No.1」（『建築世⏺』
1930 年 4 月ྕ、pp.62-70） 
・「アレ࢟ࢧンࢲー・クラインのゝⴥ No.2」（『建築世⏺』
1930 年 6 月ྕ、pp.45-49） 
・「アレ࢟ࢧンࢲー・クラインのゝⴥ No.3」（『建築世⏺』
1930 年 8 月ྕ、pp.39-51） 
 













 『建築世⏺』の 3 ⦅は、1928 年に出版されたドイツの
  
 図  クラインが用࠸た➨ 4の図ゎの୍౛（192） 
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た බ ┈ ジ ー ド ル ン ク ᭷ 㝈 会 社 （ Gemeinnützige 
















































































 図  ジードルンクの㓄⨨図（ィ画）（北が左）（1930） 
  
 図 9 ୰ᚰ㍈とࡋ࡚ィ画された空地の㏱ど図（1930） 
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すべて 3 ᒙ以下とされた。 
敷地の南側には小さなᓴがあり、そのᓴ下側（南側）に
໭すから南ᮾにఙびるかたちで 3 階建ての外廊下型住棟
（図 11）を㐃⥆して 3 棟建設し、さらにその南側に 4 戸建
































 図 10 外廊下型住棟の外廊下よりぢたテラスハウス 
    式住棟のิ（1930） 
 
 図 11 テラスハウス式住棟の住棟間（北ഃ）より 
    ぢた外廊下型住棟（外廊下ഃ）（1930） 
 図 12 ᩜ地の南ഃに建設された 4戸建࡚住棟（1930） 
  （左にぢ࠼ࡿのは外廊下型住棟のバルコニーഃ） 












図 14 ジードルンクにィ画された住戸ᖹ㠃ࢱイプ（ձࠥն（筆者加筆）は⾲ 1の 1oにᑐᛂ） 
 
       図୰の室ྡ  :2+1=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ぶ寝室  .,1'(56&+/$)=Ꮚ౪寝室  .&+(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(661,6&+(㣗஦用ニッࢳ  %$'ᾎ室  6&+5$1.5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⾲ 1 ジードルンクにィ画された住戸ᖹ㠃ࢱイプのෆヂ 
 
 
  ὀ㸸居間と㣗஦用ニッࢳはࠊ୧者をྜࢃࡏ࡚ 1 室とࡋたࠋ  テラスハウスにはࠕバルコニーࠖは設ࡅࡽれ࡚࠾ࡽࡎࠊᩘᏐは 
    1 㝵テラスの㠃✚を⾲ࡍࠋ  ㈤ᩱの 50 はࠕライࣄスマルクࠖを⾲ࡍࠋ  ࠕ᭷用㠃✚ࠖは図 5 のὀ 2をཧ↷ࠋ 
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べた。その結果、2 人家᪘（ኵ፬のみ）が 25、3 人家᪘














最小規模住居という 3 ✀㢮が計画された。この 3 形式にୖ




















C7、C13 の 3 ✀の平面をここで᥇用した 41)。 
ࢸラスࣁウス式の住居がධるのは、前節で述べた敷地す
側の 2 階建ての住棟⩌である。ྛ 住戸が内㒊に階ẁをᣢつ
2 ᒙ構成となり、床面積 68.20 ㎡（E1）と 85.95 ㎡（E2）






























この 6 㡯┠と対照させながら、C7 型（図 14ղ）を౛に
大ジードルンク・ࣂート・デュレンベルクで建設されたフ
 



































































図 1 ⋞㛵࠿ࡽ⥆ࡃ空間 
 
図 1 ᾎ室๓の空間 
 
 
図 1 ྎᡤの㐀り௜ࡅのᲴ 
 
    図 19 居間࠿ࡽ㣗஦室をぢた写真 





図 20  ྎᡤ 
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図 21 ジードルンクの現状航空写真（北が左） 
  破線より南（右）がクライン建設の住棟（現地での 
  確認をもとに Google マップの画像を筆者が加工） 
 
図 22  現在のテラスハウス式住棟（2014 年 1 月撮影） 
    （後はフラット式の住棟） 
   
図 23  外廊下型住棟（2014 年 1 月撮影） 
 
図 24  展示用住戸の居間と寝室（左）（2014 年 1 月撮影） 
 
図 25  バルコニーが増設された 1940 年代の住棟 
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ウ ࢸルࢸンを౛に -」（ࢩン࣏ジウム㈨ᩱ『㕲➽コンクリ
ート㐀㞟合住宅の 100 年』日本建築学会, 2015 年 3 月, 
pp.20-27）、「ࣁンブルクのࣖレࢩュタットの建築的特徴：ࣦ
࢓イマール期ドイツのジードルンクにおࡅる地ᇦ性の一考
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